
第１０４回全国高等学校サッカー選手権福井県大会実施要項 

 

１．主  催  (一社)福井県サッカー協会、福井県高等学校体育連盟、ＦＢＣ 

 

２．期  日  令和７年 ９月２２日（月） １０月１１日（土） １０月１８日（土）１０月１９日（日）  

１０月２５日（土） １０月２６日（日） １１月２日（日） 

 

３．会  場  １回戦 ９月２２日（月）  

・日東シンコースタジアム丸岡（人工芝） ２面 

・福井市フットボールセンター（人工芝） ２面 

・三国運動公園人工芝グラウンド 1面 

※予備日：９月２４日（水）、２５日（木）、２６日（金）のどれか 

         ２回戦 １０月１１日（土） 

・日東シンコースタジアム丸岡(人工芝) ２面 

・三国運動公園人工芝グラウンド １面 

※予備日：１０月１４日（火）、１５日（水） 

３回戦 １０月１８日（土） １０月１９日（日） 

・テクノポート福井芝生広場（両日） 

※予備日：１０月２０日（月）、２１日（火）、２２日（水）のどれか 

準決勝 １０月２５日（土） １０月２６日（日） 

・テクノポート福井スタジアム 

※予備日：１０月２７日（月）、２８日（火）、２９日（水）のどれか 

決 勝  １１月２日（日）  

・テクノポート福井スタジアム 

※予備日：１１月９日（日） 日東シンコースタジアム丸岡スタジアム  

 

 

４．大会参加資格 

（１）令和７年度（公財）日本サッカー協会に加盟登録された高等学校チームで、当該チームに登録され

た生徒であること。 

（２）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

（３）福井県高等学校体育連盟に加盟している高等学校生徒であること。 

（４）平成１８年（２００６年）４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場は同一競技３回までとし、同一

学年での出場は１回限りとする。 

（５）チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（６）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

（７）①転校後６ケ月未満の者は参加を認めない。ただし、一家転住等やむを得ない場合は、福井県高等 

学校体育連盟会長の認可があればこの限りではない。 

②転校の有無にかかわらず、他の連盟から高等学校体育連盟加盟チームへ移籍する場合は、上記

（７）①に準じるものとする。ただし、この規定（７）②の適用は当該年度内に限るものとする。 

（８）当該学校長が出場を許可した者であること。 

（９）外国人留学生の登録は４名以内とし、同時に試合に出場できる選手は２名以内とする。 

（10）参加資格の特例 

上記の（２）・（３）に定める生徒以外で、競技要項により大会参加資格を満たすと判断され、福井県

高等学校体育連盟が推薦した生徒について、別途に定める規定に従い大会参加を認める。 

（11）上記の他、参加資格に関することは専門部で定める。 

 

５．大会規程 

（１）(公財)日本サッカー協会｛サッカー競技規則 2025/26｝による。 

（２）準決勝より試合開始８０分前に代表者ミーティングを行う。 

（３）１回戦から３回戦までは試合開始３０分前までに、準決勝、決勝は代表者ミーティング時にメンバー表 

を提出する。 

（４）大会期間中、警告を２回受けた選手および退場を命じられた選手は、本大会の次の試合に出場でき 

ない。退場となった違反行為の内容によっては、規律委員会においてそれ以後の処置について決定 

する。 



６．競技会規定 

（１）トーナメント方式により優勝以下第 3位まで決定する。ただし 3位決定戦は行わない。 

（２）試合時間は８０分（インターバル１０分）とし、勝敗が決しないときは２０分間の延長を行う。それでも決 

しない場合は、ＰＫ方式により決定する。インターバルは１０分間とする。 

（３）ベンチ入りの人数は、スタッフ５名（大人）、交代選手９名のみとする。 

 

６―１【競技者の数】 

（１） 参加申込した３０名の選手の中から、各試合メンバー表提出時に選手最大２０名（競技者１１名、交 

代要員９名）を選出する。 

（２） 最大９名の交代要員の中から５名までが主審の許可を得て交代することができる。なお、延長になっ 

た場合、交代可能人数の追加は認めない。 

（３） メンバー表提出後からキックオフ時刻までの間における選手の変更は、アップ中の負傷または急病等 

やむを得ない事情があり、かつ主審の承諾を得た場合に限り認められる。なお、負傷した選手が先発 

選手の場合、控え選手を先発選手に変更することはできるが、当該選手を控え選手に変更することは 

認められない。 

（４）負傷等で欠場となる選手（FP、GK）の代わりに、大会申込を行った選手の中から交代要員を補充す 

ることができる。その場合必ず審判団、大会役員に申し出ること。 

 

６－２【交代回数について】※福井県大会は 3回戦から実施 

（１）選手交代は、後半の交代回数を 3回までとする（1回に複数人を交代することは可能） 

（２）前半、ハーフタイム、延長戦に入る前、延長ハーフタイムのインターバルでの選手交代は、後半の交 

代回数に含まれない。 

（３）延長戦に入った際、後半に３回の選手交代を行った場合でも、選手交代を 1回行うことができる。た 

だし交代枠（5名以内）が残されている場合に限る。 

 

６－３【選手の用具について】 

（１） 正、副２組のユニフォーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を試合会場に持参し、いずれかを着用しな 

ければならない。 

（２）主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チー 

ムの立ち会いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定する。 

（３）前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、それぞれについて判別しやすい 

組み合わせを決定することができる。 

（４） ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、ソックスと同

色でなければならない。 

（５）アンダーシャツ、タイツはシャツ・ショーツの袖の主たる色と同じ色で、１色とする。また、同一チームの 

競技者は、同色のものを着用しなければならない。 

（６）チームキャプテンはアームバンド（キャプテンマーク）を着用する。 

 

６－４【その他】 

（１） 提出されたメンバー用紙に表記されている選手とは違った選手が出場していた場合や背番号が違う

選手が出場していた場合は、以下のとおりとする。また以下の「１」と「２」はあくまでもメンバー登録され

ている選手２０名（スタメン１１名＋サブ９名）の場合とする 

１．メンバー用紙（スタメン）の選手ではなく、メンバー用紙（サブ）の選手が出場している場合 

・交代なし 

・警告なし 

※その選手をスタメン選手扱いとし、スタメン選手予定であった選手をサブの選手とする 

 ２．メンバー用紙（スタメン）の選手に間違いはないが、背番号と違うユニフォームを着用して出場してい

る場合 

   ・正しい背番号のユニフォームに着替えさせ、そのまま出場させる 

 ３．登録外の選手が出場の場合 

・選手の交代 

※この事案が後半だった場合、交代カウント数に含まれる 

※その選手が得点に絡んでいた場合は、無効試合の可能性がある 

※事案内容によっては、規律委員会の開催 

   



６－５【脳震盪について】 

(１) 脳振盪による交代（再出場なし） 

・1試合において、各チームは最大１人の「脳振盪による交代」を使うことができる。 

・「脳振盪による交代」は、その前に何人の交代要員が使われているかにかかわらず、 行うことができ

る。 

・交代で退いた競技者が、脳振盪による交代で再び競技者になることはできない。 

・一方のチームが、「脳振盪による交代」を使用したならば、相手チームは、（脳振盪に限らず）いかな

る理由であっても「追加の交代要員」を使うことができる。 

 

（２）進め方 

・脳震盪がおきた場合、医療関係者、チーム関係者、審判等の判断を仰ぎ、脳震盪または脳震盪 

の疑いと判断する。 

・脳振盪または脳振盪の疑いがある競技者は、PK 戦を含むその試合の残りの時間に出場することが

できない。また、できる限り、更衣室や医療施設に関係者に付き添われて行かなければならない。 

・主審や第 4の審判員は、相手チームに 1人の「追加の交代要員」と 1回の「追加の交代の回数」

を使うことができることを通知する。 

 

（３）交代について 

・脳震盪または脳震盪の疑い判断された場合、当該チームは「脳振盪による交代」を使用することが 

できる。その場合、「脳震盪用交代用紙」と記載された交代用紙を用いて、主審/第 4の審判員に

知らせる。 

 ・相手チームは「追加の交代」を行うことができる。その場合は「追加の交代」と記載された交代用紙

を用いて、主審/第 4の審判員に知らせる。 

 

（４）交代の回数 

・「脳振盪による交代」は、「通常の交代」の回数の制限とは別に取り扱われる。 

・チームが「脳振盪の交代」を行った場合、相手チームは１人の「追加の交代要員」を使うことがで 

き、１回の「追加の交代」の機会を得る。 

・追加の交代回数は、「追加の交代要員」のためにのみ使うことができ、「通常の交代要員」には使 

用することが、ことができない。 

※もしチームが「脳振盪による交代」を「通常の交代」に合わせて行った場合、1回の「通常の交 

代」としてカウントされる。 

・チームが「通常の交代」の回数（3回）を全て使い切ってしまったならば、「通常の交代」のために

「脳振盪による交代」の枠を使うことはできない。 

 

 

７．表  彰  

１位から３位までに賞状を授与する。（優勝チームには優勝旗を授与） 本大会の優勝チームは、全

国高等学校サッカー選手権大会の出場権を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．参 加 料 

１０，０００円＋プログラム代（登録人数×５００円）を９月５日（金）正午までに必ず郵便局で入金して 

下さい。 

 

９．参加申込方法 

   福井県サッカー協会ホームページより参加申込様式をダウンロードし、使用してください。 

   ・申し込み期限：9月５日（金） 12時まで 

   ・提出先：科学技術高校 大柳まで アドレス s-ooyanagi-xo@fesc.ed.jp 

※参加しない場合は下記まで、８月２９日（金）までに連絡してください。 

丸岡高校 小阪康弘：０７７６－６６－０１６０  科学技術高校 大柳真也：０７７６－３６－１８５６  

 

【選手登録変更期間】 

・選手登録変更期間：9月 23日（火）～10月 8日（水） 

・選手登録変更用紙（データー）：科学技術高校 大柳まで アドレス s-ooyanagi-xo@fesc.ed.jp 

・選手登録変更用紙（押印、原本）：2回戦会場本部に提出 

 

１０．抽選会について 

   ・日時：９月９日（火）14時から 

   ・場所：FBC 6階大ホール 

   ・提出物：大会参加申込書（押印）、選手証、プライバシーポリシー（押印） 

 

 


